
外国人労働者の健康問題	

現在、文部科学省科研費の助成（23K16340）を受け、外国人労働者のメンタルヘルスも含めた
健康に関する研究を行っている。 

外国人技能実習生や特定技能の外国人を受け入れている全国各地で高齢者介護施設を運営し

ている A 社の協力を得て、2021 年より、外国人労働者のメンタルヘルス悪化予防を目的として、
技能実習および特定技能のインドネシア人介護労働者の心と体に関する疫学調査を行っている。

介護の業種は大変ストレスが高い上に、言葉を使った利用者との意思の疎通や、医学に関する

専門知識が必要であるため、外国人にとってはさらに相当なストレスがかかるものである。研究開

始当初、在籍している技能実習生を対象として、心身の状態、生活習慣等の横断調査を行った。

現在は、特定技能の外国人を新規に採用していることから、2023 年から、新しく特定技能で入国
したインドネシア人介護労働者を対象に、入国直前から入国後、半年ごとに心身の状態に関する

自記式質問紙調査を開始した。来日前からの定期的な調査によって、日本で労働する期間を通し

て外国人労働者の心身の状態や生活習慣、労働環境を経時的に把握し、来日後の変化を追うこ

とで、産業保健の支援が必要な時期を探る。その結果、介護の現場担当者が適切な時期に適切

な外国人労働者の健康管理の支援ができると考える。在日期間に応じた必要な支援内容、支援

が必要なイベントや時期を明らかにし、今後、介護分野で働く外国人労働者のメンタルヘルス管

理に利用できると考える。 
 




